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Summary
This paper looks at the correspondence between Junjiro Takakusu and 
Soho Tokutomi by examining twelve letters owned by the Soho Tokutomi 
Memorial Museum in Kanagawa prefecture. Also, this paper includes 
the reprinting of these twelve letters. These letters are addressed to 
Soho Tokutomi from Junjiro Takakusu, his son Masao Takakusu, and the 
concerned people. There are various kinds of letters that were exchanged, 
for example, invitations, request documents, and letters of appreciation. 
These letters reveal the fact that Takakusu had a broad range of relation-
ships with large number of people. They also show that Masao, Takakusuʼs 
son, had a close relationship with Tokutomi. In addition, I was able to posit 
the dates of three of these letters, which were previously unknown. 
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高
楠
順
次
郎
と
徳
富
蘇
峰

─
徳
富
宛
書
簡
の
翻
刻
と
概
要
─

真
名
子　

晃　

征

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
高
楠
順
次
郎
／
徳
富
蘇
峰
／
高
楠
正
男

は
じ
め
に

　

武
蔵
野
大
学
で
は
、
学
祖
・
高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六
│
一
九
四
五
）
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
整
理
・
発
信
を
目
的
と
し

て
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
、
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
は
「
高
楠
順
次
郎
の
多
角
的
研
究
」（
代
表
・
石
上

和
敬
）
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
の
も
と
、
共
同
研
究
者
各
々
の
専
門
性
を
活
か
し
、
順
次
郎
と
い
う
人
物
を
様
々
な
視
点
か
ら
捉
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
物
像
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。
つ
づ
く
平
成
二
十
七
│
二
十
八
年
度
は
、
研
究
テ
ー
マ
「
高
楠
順
次

郎
関
連
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」（
代
表
・
石
上
和
敬
）
と
し
て
、
既
存
の
情
報
に
加
え
、
研
究
途
中
で
発
見
さ
れ
た
新
出

資
料
等
も
含
め
て
整
理
し
、
電
子
化
を
進
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
試
み
て
い
る
。
い
ず
れ
の
研
究
も
武
蔵
野
大
学
の
助
成
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を
得
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ
か
の
成
果
を
発
表
し
た
。

　

本
論
考
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
順
次
郎
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
調
査
す
る
な
か
で
知
り
得
た
、
徳
富
蘇
峰

（
一
八
六
三
│
一
九
五
七
）
と
の
交
流
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
順
次
郎
の
残
し
た
数
多
く
の
業
績
に
つ
い
て
は
改
め

て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
要
因
の
一
つ
が
、
分
野
を
問
わ
な
い
幅
広
い
交
友
関
係
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
本
研
究
で
情
報
整
理
を
す
る
段
階
で
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
新
た
に
収
集
し
た
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
が
、
徳
富
と
の
交
流
で
あ
る
。
神
奈
川
県
中
郡
の
徳
富
蘇
峰

記
念
館
（
公
益
財
団
法
人 
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
）
に
は
、
順
次
郎
と
そ
の
子
・
高
楠
正
男
（
一
八
九
七
│
一
九
六
六
）、
お

よ
び
関
係
各
所
か
ら
徳
富
に
送
ら
れ
た
、
十
二
通
の
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
以
下
、
こ
の
徳
富
宛
書
簡
の
翻
刻
を
通
し
て
、

順
次
郎
お
よ
び
正
男
と
徳
富
と
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

凡
例

・
旧
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
、
手
書
き
文
書
に
お
け
る
片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

・
文
字
サ
イ
ズ
は
再
現
し
て
い
な
い
。

・
難
読
の
箇
所
は
、
そ
の
字
数
分
を
□
で
補
っ
た
。

・
原
本
の
お
お
よ
そ
の
体
裁
は
再
現
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
と
考
え
ら
れ
る
改
行
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

・
句
読
点
・
鉤
括
弧
等
を
適
宜
付
し
た
。
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①
高
楠
順
次
郎
書
簡　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
八
月
十
八
日

【
翻
刻
】拝

啓
愈
御
清
祥
奉
賀
上
候
陳
者
父
高
楠
孫
三
郎
正
春
本
年
八
十
歳
の
高
齢
に
達
し
候
に
付
知
友
の
方
々
に
御
願
ひ
致
し
詩
歌

書
画
等
の
御
染
筆
御
寄
贈
を
仰
ぎ
集
成
し
て
寿
帖
と
為
し
座
右
に
珍
蔵
為
致
度
存
候
就
て
は
誠
に
恐
入
候
得
共
我
々
家
族
の

微
意
御
洞
察
被
成
下
何
に
て
も
御
随
意
御
揮
毫
御
投
与
願
上
度
右
御
願
迄
如
此
に
御
座
候　

拝
具

　
　
　
　
　

嗣
子　

高
楠
順
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霜　

子

　
　
　
　
　
　

孫　
　
　
　
　

栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

子

　
　
　
　
　
　

孫　
　
　

正　

男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　

枝

　
　
　
　

曽
孫　
　
　
　
　

洵

　
　
　
　
　
　
　
　

外
一
同
拝
上

　
　

徳
富
猪
一
郎（

（
（
　

殿
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高
楠
正
春
通
称
孫
三
郎
、
現
住
神
戸
市
元
町
五
丁
目
二
百
八
番
地
、
伊
勢
河
芸
郡
高
野
尾
村
高
楠
家
ヨ
リ
出
ヅ
、
其
先
楠
木

氏
、
曽
テ
高
野
尾
城
主
タ
リ
シ
ヨ
リ
現
姓
ニ
改
ム
、
慶
長
以
後
下
リ
テ
郷
士
ト
ナ
リ
世
々
邑
司
タ
リ
、
幼
ニ
シ
テ
家
学
ヲ
修

メ
弱
冠
神
戸
に
移
リ
後
商
業
ニ
従
事
ス
、
深
ク
仏
教
ヲ
信
ジ
真
宗
ニ
属
ス
、
現
ニ
本
願
寺
本
末
共
保
財
団
監
事
護
持
会
評
議

員
タ
リ
、
微
力
ナ
ル
モ
極
メ
テ
慈
善
ヲ
喜
ブ
、
又
和
歌
ヲ
好
ミ
京
都
月
輪
山
荘
水
鶏
会
々
員
タ
リ

御
ほ
と
け
の
教
の
ま
ゝ
に
人
の
み
ち

ふ
み
も
た
か
へ
て
八
十
へ
に
け
り　
　

正
春

【
概
要
】

　

順
次
郎
の
父
・
正
春
（
孫
三
郎
）
の
八
十
歳
の
祝
賀
に
あ
た
り
、
知
友
の
人
々
に
「
詩
歌
書
画
等
の
御
染
筆
」
の
寄
贈
を
依
頼

し
た
も
の
で
、
印
刷
に
よ
る
文
書
二
枚
で
あ
る
。
差
出
人
は
順
次
郎
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
中
に
は
順
次
郎
夫
妻
を
は
じ
め
と
す

る
親
族
の
名
が
連
な
る
。
寄
贈
さ
れ
た
も
の
は
寿
帖
と
し
て
蔵
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
枚
目
に
は
、
父
・
正
春
の
略
歴
と
、

正
春
の
作
と
な
る
歌
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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②
高
楠
順
次
郎
書
簡　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
九
月
二
日

【
翻
刻
】拝

啓　

過
日
は
御
多
用
中
之
御
染
筆
御
寄
贈
御
願
申
上
候
処
早
速
御
揮
毫
御
郵
送
に
預
り
千
万
忝
く
御
礼
申
上
候
追
て
寿
帖

と
為
し
永
く
家
宝
と
し
て
珍
蔵
可
致
候
乍
略
儀
以
書
中
御
礼
申
遣
度　
　

	

敬
具

大
正
十
四
年
九
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　

高
楠
順
次
郎

徳
富
老
台

　
　
　
　

侍
史

【
概
要
】

　

徳
富
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
染
筆
に
対
す
る
礼
状
で
、
手
書
き
に
よ
る
文
書
一
枚
で
あ
る
。
内
容
お
よ
び
末
尾
に
記
さ
れ
た
日
付
よ

り
、
書
簡
①
で
依
頼
し
た
染
筆
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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③
高
楠
順
次
郎
書
簡　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
十
二
日

【
翻
刻
】謹

啓　

時
下　

酷
暑
之
砌
り　

貴
台
益
々
御
健
祥
之
段　

奉
大
賀
候

陳
者　

今
回
当
会
に
於
て　

本
朝
現
存
の
敦
煌
古
写
経
を
編
次
し　
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
中
に
掲
載
致
度　

奉
存
候
に
付

て
は
貴
殿
御
珍
蔵
之
敦
煌
本
古
写
経
に
就
き
右
記
事
項
御
教
示
に
預
り
度　

御
多
忙
中
甚
だ
恐
縮
に
奉
存
候
共　

折
返
し
御

下
報
被
下
様
奉
願
上
候	

敬
具

　
　

七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

大
正
一
切
経
刊
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
楠
順
次
郎

【
概
要
】

　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
別
巻
の
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』（
全
三
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
二
九
）
の
刊
行
に
あ
た
り
、
徳
富
が
所
蔵

す
る
敦
煌
古
写
経
に
関
し
て
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
、
手
書
き
文
書
一
枚
で
あ
る
。「
大
正
一
切
経
刊
行
会
」
の
封
筒
が
用
い
ら

れ
、
差
出
人
と
し
て
順
次
郎
の
名
が
手
書
き
で
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
面
に
は
赤
字
で
「
至
急
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
一
巻
所
収
「
敦
煌
本
古
逸
経
論
章
疏
並
古
写
経
目
録
」
の
な
か
、「
七
、
諸
家
所
蔵
敦
煌
本
古
写
経
目

録
」
の
項
に
徳
富
の
名
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
と
し
て
「
妙
法
華
経
普
腎マ
マ

菩
薩
観
発
品
第
二
十
八
／
維
摩
詰
経
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不
思
議
品
第
六
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
成
簣
堂
文
庫
と
は
徳
富
が
収
集
し
た
古
典
籍
・
古
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）、
親
交
の
あ
っ
た
石
川
武
美
（
一
八
八
七
│
一
九
六
一
）
が
一
括
購
入
し
、
現
在
は
一
般
財
団
法
人
石

川
武
美
記
念
図
書
館
（
旧
お
茶
の
水
図
書
館
）
所
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
収
蔵
品
は
約
十
万
冊
に
の
ぼ
る
。

　
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
一
巻
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
八
月
十
日
発
行
と
な
っ
て
お
り
、
本
書
簡
に
記
載
さ
れ
た
七
月

十
二
日
か
ら
一
ヶ
月
を
経
ず
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
順
次
郎
は
事
前
に
徳
富
所
蔵
の
敦
煌
古
写
経
に
つ
い
て
知
っ
て
お
り
、
本
書

簡
に
お
け
る
依
頼
は
、
出
版
前
の
確
認
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
高
楠
順
次
郎
書
簡　

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
三
日

【
翻
刻
】拝

啓　

愈
御
法
祥
奉
賀
上
候　

陳
者　

小
生
□
□
の
砌
り
文
化
勲
章
拝
受
い
た
し
御
戻
之
時
早
速
御
祝
意
を
頂
き
候
事
恐
縮

至
極
に
存
じ
候　

御
芳
情
に
対
し
厚
く
御
礼
申
上
候　

先
年
御
蔵
書
中
に
拝
見
い
た
し
候
『
伊
勢
神
宮
寺
勅
修
一
切
経
』
の
刊
本
一
二
部
再
応
拝
見
之
儀
用
意
候
何
人
□
□
使
は
し

候
際
は
健
在
御
指
示
願
上
度
□
□
小
生
□
□
病
人
の
状
態
御
憐
み
被
下
候
再
起
の
時
あ
ら
ば
相
伺
□
□
上
度
候　
　

拝
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
楠
順
次
郎　

拝

　
　
　

徳
富
尊
大
人　

御
前
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【
概
要
】

　

文
化
勲
章
受
章
の
祝
い
に
対
す
る
返
礼
と
、
徳
富
が
所
蔵
す
る
文
献
の
閲
覧
を
依
頼
す
る
手
書
き
文
書
一
枚
で
あ
る
。
昭
和

十
九
年
度
の
文
化
勲
章
の
発
令
は
、
四
月
二
十
九
日
付
で
あ
り
、
受
章
直
後
に
記
さ
れ
た
手
紙
と
な
る
。

　

書
簡
の
後
半
で
は
、
徳
富
の
所
蔵
す
る
『
伊
勢
神
宮
寺
勅
修
一
切
経
』
刊
本
十
二
部
を
再
度
閲
覧
し
た
い
と
申
し
出
て
い
る
。

し
か
し
、
自
身
の
病
状
を
告
げ
つ
つ
、
再
起
の
時
に
は
伺
う
と
記
す
。
順
次
郎
は
こ
の
翌
年
亡
く
な
っ
て
お
り
、
最
晩
年
の
書
簡

と
な
る
。
順
次
郎
の
学
問
研
究
に
対
す
る
態
度
が
知
ら
れ
る
。

⑤
高
楠
正
男
書
簡　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
月
二
十
七
日

【
翻
刻
】時

に
出
発
に
際
し
忝
く
御
丁
寧
に
御
使
を
賜
り
難
有
御
礼
申
候

　
　

神
戸
に
て

　
　
　

高
楠
正
男　

拝

【
概
要
】

　

正
男
か
ら
徳
富
に
宛
て
ら
れ
た
絵
葉
書
で
、
裏
面
は
神
戸
・
栄
町
通
の
風
景
写
真
で
あ
る
。
文
末
よ
り
神
戸
か
ら
投
函
さ
れ
た
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こ
と
が
わ
か
り
、
消
印
も
「
神
戸
中
央
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
正
男
が
何
処
か
に
出
発
す
る
直
前
に
送
っ
た
挨

拶
文
で
あ
る
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。

　

た
だ
、
本
書
簡
の
内
容
に
関
し
て
は
、
大
雄
閣
が
発
行
す
る
雑
誌
『
現
代
仏
教
』
に
よ
っ
て
当
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
創
刊
さ
れ
た
本
誌
は
、
順
次
郎
を
主
筆
と
し
て
、
多
く
の
作
家
・
学
者
が
寄
稿
、
正
男
も
随

筆
の
連
載
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
毎
号
原
稿
を
寄
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
動
向
を
追
っ
て
み
る
と
、
正
男
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五
月
か
ら
一
年
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

渡
っ
て
い
る
が
、
そ
の
渡
航
前
、
正
男
は
神
戸
に
一
時
滞
在
し
て
い
る
。
滞
在
地
あ
る
い
は
渡
航
中
の
出
来
事
は
、『
現
代
仏
教
』

に
数
回
に
分
け
て
報
告
さ
れ
て
お
り
、
神
戸
で
の
様
子
は
、
連
載
の
随
筆
「
篝
村
亭
漫
筆
」
に
お
い
て
語
ら
れ
る（

（
（

。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
正
男
は
二
月
二
十
七
日
午
後
五
時
の
神
戸
発
の
便
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
出
発
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
手
紙
は
出
発
当
日

に
投
函
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
高
楠
正
男
書
簡　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
二
月
十
九
日

【
翻
刻
】

　
啓
上御

無
沙
汰
申
上
て
居
り
ま
す
。
益
々
御
勇
健　

貴
家
の
為
め
何
よ
り
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。
毎
日
東
日
夕
刊
に
よ
り
御
論
説

を
拝
見
致
し
多
大
の
御
指
導
を
頂
て
居
り
ま
す
。
去
る
十
八
附
夕
刊
に
『
禅
に
生
く
る
』
に
対
し
て
御
執
筆
を
得
ま
し
て
難
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有
御
礼
申
上
ま
す
。

同
著
は
非
常
に
好
評
で
御
座
い
ま
し
て
亦
先
生
の
御
執
筆
に
よ
り
一
層
の
□
行
を
□
し
ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
申
上
ま
す
。

近
日
中
東
日
へ
『
禅
に
生
く
る
』
の
広
告
を
再
び
御
願
ひ
す
る
事
で
□
□
し
て
居
り
ま
す
。
父
も
無
事
□
致
居
り
よ
ろ
し
く

申
上
て
く
れ
と
の
申
出
で
御
座
い
ま
し
た
。

猶
末
筆
乍
ら
小
誌
『
現
代
佛
教
』
松
岡
譲
氏
等
の
入
社
を
得
ま
し
て
崇
敬
の
為
め
に
努
力
致
□
□
□
居
り
ま
す
。
□
□
か
御

暇
の
節
に
は
是
非
御
執
筆
の
栄
を
賜
り
た
く
無
礼
乍
ら
御
願
ひ
申
し
ま
す
。

　
　

先
は
不
取
敢
御
礼
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
日　
　
　
　

高
楠
正
男　

拝

　
　
　
　

徳
富
先
生　

侍
史

【
概
要
】

　

正
男
か
ら
徳
富
に
宛
て
ら
れ
た
手
書
き
文
書
一
枚
で
あ
る
。
前
半
は
、
東
京
日
日
新
聞
（
現
・
毎
日
新
聞
）
夕
刊
に
掲
載
さ
れ

た
徳
富
執
筆
の
記
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
徳
富
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
東
京
日
日
新
聞
社
の
社
賓
と
し
て
入
社
、
連

載
記
事
「
日
日
だ
よ
り
」
を
担
当
し
た
。
件
の
記
事
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
年
十
二
月
十
八
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
タ
イ

ト
ル
は
「
禅
に
生
く
る
」
で
、
こ
れ
は
宮
嶋
資
夫
『
禅
に
生
く
る
』（
大
雄
閣
、
一
九
三
二
）
に
対
す
る
書
評
で
あ
る（

（
（

。

　

宮
嶋
資
夫
（
一
八
八
六
│
一
九
五
一
）
は
小
説
を
は
じ
め
様
々
な
作
品
を
残
し
、『
坑
夫
』（
近
代
思
想
社
、
一
九
一
六
）
は
、

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
先
駆
と
も
さ
れ
る（

（
（

。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
四
十
五
歳
の
と
き
、
京
都
・
天
龍
寺
に
て
得
度
、

以
降
は
「
宮
嶋
蓬
州
」
の
名
義
で
仏
教
に
関
し
て
も
執
筆
す
る
。
ま
た
、
晩
年
は
浄
土
系
の
仏
典
に
接
す
る
な
か
で
親
鸞
の
教
え

に
ふ
れ
、
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た（

（
（

。
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さ
て
、『
禅
に
生
く
る
』
の
刊
行
所
で
あ
る
大
雄
閣
は
、
正
男
が
そ
の
経
営
の
多
く
を
担
っ
て
い
た
出
版
社
で
あ
り
、
順
次
郎

も
そ
こ
か
ら
多
く
の
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。
な
お
、
宮
嶋
も
大
雄
閣
の
出
版
す
る
『
現
代
仏
教
』
に
、
蓬
州
名
義
の
文
章
が
何

度
か
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
書
出
版
後
に
は
『
禅
に
生
く
る
』
の
執
筆
に
関
す
る
文
章
を
寄
せ
て
い
る（

（
（

。
本
書
簡
は
、
自
社
の
書

籍
を
紙
面
で
紹
介
し
た
徳
富
に
対
し
て
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。

　

書
簡
の
後
半
で
は
、『
現
代
仏
教
』
に
松
岡
譲
（
一
八
九
一
│
一
九
六
九
）
を
迎
え
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
松
岡
は
真
宗
大

谷
派
の
寺
院
に
生
ま
れ
る
が
父
の
後
は
継
が
ず
、
夏
目
漱
石
の
門
下
に
入
り
、
作
家
と
し
て
多
く
の
著
書
を
残
し
た
。

　

先
の
宮
嶋
と
同
じ
く
、
松
岡
も
創
刊
当
初
よ
り
幾
度
か
寄
稿
し
て
い
た
が
、
本
書
簡
が
送
ら
れ
た
一
九
三
二
年
三
月
号
の
人
物

紹
介
欄
「
人
物
ス
ナ
ッ
プ
」
で
紹
介
さ
れ
、
六
月
号
か
ら
は
「
私
の
メ
モ
」
と
題
し
て
連
載
記
事
も
執
筆
し
て
い
る（

（1
（

。
よ
っ
て
、

こ
の
頃
に
『
現
代
仏
教
』
に
入
社
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年
十
二
月
号
に
は
、
正
男
が
「
松
岡
浅
野
両
氏
を
迎
え
て
」
と
い
う
記

事
を
寄
せ
、
松
岡
と
浅
野
研
真
（
一
八
九
八
│
一
九
三
九
）
を
迎
え
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
発
行

分
か
ら
は
、
松
岡
譲
が
本
誌
の
編
集
人
を
務
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
順
次
郎
の
要
請
で
あ
っ
た
と
い
う
。

⑦
高
楠
正
男
書
簡　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
六
月
十
日

【
翻
刻
】

　
　
　
　

第
七
回　

雪
頂
忌
の
御
案
内
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謹
啓　

新
緑
の
候
貴
台
益
々
御
清
祥
の
趣
賀
上
げ
奉
り
ま
す

陳
者
来
る
二
十
八
日
は
「
宏
学
院
釈　

順
成
」
故
雪
頂
・
高
楠
順
次
郎
博
士
の
七
回
忌
に
、
ま
た
八
月
十
三
日
は
「
貞
順
院

釈
尼
妙
好
」
故
霜
子
夫
人
の
十
三
回
忌
に
相
当
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
通
り
追
悼
会
を
兼
修
致
し
度
い
と
存
じ
ま
す
。
尚
法

要
後
、
講
演
・
記
念
撮
影
・
引
続
い
て
別
室
に
於
て
、
遺
品
展
示
の
も
と
に
故
博
士
並
に
夫
人
を
偲
ぶ
会
を
催
し
ま
す
。
御

多
用
中
恐
縮
な
が
ら
何
卒
御
繰
合
せ
の
上
御
誘
合
せ
て
御
来
臨
賜
り
度
く
此
段
御
案
内
申
上
げ
ま
す	

敬
白

　
　
　

昭
和
二
十
六
年
六
月
十
日

　

追
伸　

�

霊
前
に
御
献
進
の
詩
歌
・
書
画
等
は
、
予
め
世
話
人
宛
に
お
送
り
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す

今
回
カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
株
式
会
社
（
会
長
三
島
海
雲
氏
・
社
長
国
分
勘
兵
衛
氏
）
よ
り
カ
ル
ピ
ス
の
御
供
養

に
預
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
玆
に
謹
ん
で
御
好
意
を
深
謝
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

　
　

日
時　
　

来
る
六
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）　

午
後
二
時
―
五
時

　
　

場
所　
　

東
京　

築
地
本
願
寺　

Ⅰ
法
要
・
講
演
・
記
念
撮
影
（
本
堂
）　

二
時
│
三
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅱ
故
人
を
偲
ぶ
会
・
遺
品
展
示
（
別
室
）　

三
時
半
│
五
時

　
　

会
費　
　

三
百
円
（
故
人
を
偲
ぶ
会
の
食
事
費
に
つ
き
御
申
込
の
方
に
限
り
当
日
受
付
に
て
申
受
け
る
こ
と
）

　
　
　

★
参
会
者
各
位
に
記
念
の
高
楠
博
士
辞
世
の
詩
箋
と
カ
ル
ピ
ス
接
待
券
を
謹
呈
申
上
げ
ま
す

【
概
要
】

　

順
次
郎
七
回
忌
お
よ
び
霜
子
夫
人
十
三
回
忌
の
兼
修
を
案
内
す
る
往
復
葉
書
の
往
信
で
、
差
出
人
は
高
楠
正
男
・
雪
頂
忌
世
話

人
の
連
名
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
六
月
二
十
八
日
、
場
所
は
築
地
本
願
寺
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
法

要
に
際
し
て
、
カ
ル
ピ
ス
食
品
株
式
会
社
か
ら
の
品
を
預
か
っ
た
と
さ
れ
、
会
長
・
三
島
海
雲
（
一
八
七
八
│
一
九
七
四
）、
社
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長
・
十
代
目
国
分
勘
兵
衛
（
一
八
八
三
│
一
九
七
五
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑧
高
楠
正
男
書
簡　

年
代
不
明

【
翻
刻
】啓

上　

其
後
御
無
沙
汰
申
上
て
居
り
ま
す
此
状
持
参
之
方
は
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
図
記
』
の
著
者　

大
塩
毒
山
氏
で
あ
り
ま

し
て
図
記
を
編
纂
す
る
為
十
有
余
年
の
苦
心
を
せ
ら
れ
ま
し
て
此
程
漸
く
完
成
を
見
る
わ
け
で
当
代
稀
れ
に
見
る
篤
学
の
方

で
あ
り
ま
す

御
多
用
中
甚
だ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
御
向
接
を
賜
り
度
く
是
非
先
生
に
御
紹
介
を
願
ひ
度
し
と
切
な
る
依
頼
を
御
断
り
も
出

来
ず
無
礼
乍
ら
此
書
を
呈
す
る
次
第
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
ひ
申
上
ま
す

　
　
　

徳
富
先
生　
　
　
　

高
楠
正
男
拝

【
概
要
】

　

正
男
か
ら
徳
富
に
宛
て
ら
れ
た
手
書
き
文
書
二
枚
で
、
大
塩
毒
山
編
著
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
図
記
』（
大
雄
閣
、
一
九
三
四
）

を
徳
富
に
紹
介
し
て
い
る
。
本
書
の
編
著
者
に
は
そ
の
他
、
佐
伯
定
胤
（
一
八
六
七
│
一
九
五
二
）・
木
村
泰
賢
（
一
八
八
一
│

一
九
三
〇
）・
荻
原
雲
来
（
一
八
六
九
│
一
九
三
七
）
等
と
と
も
に
、
順
次
郎
も
名
を
連
ね
る
。
消
印
や
書
簡
の
内
容
か
ら
は
、

本
書
簡
が
い
つ
頃
書
か
れ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
本
書
出
版
か
ら
程
な
い
時
期
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と
推
定
さ
れ
る
。

⑨
高
楠
正
男
書
簡　

年
代
不
明

【
翻
刻
】四

月
八
日
正
午
に
到
着
致
ま
し
た
当
分
当
地
に
滞
在
致
し
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

先
生
の
御
健
康
を
遙
か
に
祈
り
ま
す
。

　
　

15　

rue de	Colonel m
oll

           	
17l, Paris

　
　

十
六
日　
　
　

高
楠
正
男

【
概
要
】

　

正
男
か
ら
徳
富
に
送
ら
れ
た
絵
葉
書
で
、
パ
リ
の
滞
在
地
か
ら
の
挨
拶
文
で
あ
る
。
裏
面
は
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
マ
ド
レ
ー
ヌ

教
会
の
写
真
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
の
間
、
パ
リ
に
滞
在
す
る
と
い
う
旨
の
手
紙
で
、
パ
リ
十
七
区
テ
ル
ヌ
の
コ
ロ
ネ
ル
・
モ
ル
通

り
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

消
印
か
ら
は
投
函
の
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
頭
で
は
四
月
八
日
に
パ
リ
に
到
着
し
た
と
伝
え
、
文
末
で
は
十
六
日
に
書
い
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た
手
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
の
書
簡
⑤
に
て
述
べ
た
よ
う
に
、
正
男
の
渡
欧
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
手
紙
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
四
月
十
六
日
の
書
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
高
楠
正
男
書
簡　

年
代
不
明

【
翻
刻
】昨

日
よ
り
急
に
暑
く
な
り
全
部
夏
服
に
気
替
へ
ま
し
た
。

只
今
カ
ム
ラ
ン
湾
の
沖
を
航
り
中
で
す
。

　

遙
に
御
健
康
を
祈
り
ま
す
。

　
　

十
日　
　
　

高
楠
正
男

船
中
に
て
先
生
を
尊
敬
せ
る
天
主
教
牧
師
ガ
ラ
ン
氏
と
会
談
仕
候
。
甚
太
郎

【
概
要
】

　

正
男
か
ら
徳
富
に
送
ら
れ
た
絵
葉
書
で
あ
る
。
投
函
の
場
所
は
不
明
だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ム
ラ
ン
湾
沖
を
渡
航
中
に
書
か
れ

た
挨
拶
文
で
あ
る
。
裏
面
は
京
都
・
平
安
神
宮
の
泰
平
閣
（
橋
殿
）
の
写
真
で
あ
る
。

　

前
述
の
パ
リ
か
ら
の
絵
葉
書
同
様
、
消
印
か
ら
は
投
函
の
日
付
は
不
明
で
、
文
末
の
「
十
日
」
と
い
う
日
付
の
み
し
か
わ
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か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
も
書
簡
⑤
お
よ
び
書
簡
⑨
と
の
関
連
で
考
え
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
途
中
の
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
三
月
十
日
の
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
推
測
を
補
う
も
の
と
し
て
、
こ
れ
も
『
現
代
仏
教
』
の
記
事
に
、
三
月

三
日
に
上
海
に
到
着
し
た
と
い
う
情
報
が
残
る（

（1
（

。
そ
の
一
週
間
後
に
カ
ム
ラ
ン
湾
沖
を
通
過
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。

　

な
お
、
追
伸
と
し
て
書
か
れ
る
、
牧
師
ガ
ラ
ン
氏
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
末
の
「
甚
太
郎
」
の
語
に
注
目
し

た
い
。
正
男
の
紀
行
文
に
は
同
乗
者
と
の
交
流
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
月
二
日
の
項
に
は
、
文
部
省
史
料
編
纂
官
の
藤
井
甚
太

郎
（
一
八
八
三
│
一
九
八
五
）
が
部
屋
を
訪
ね
て
き
た
と
あ
る
。
藤
井
は
明
治
維
新
の
史
料
収
集
の
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
う

途
中
で
あ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
藤
井
と
徳
富
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に
藤
井
か
ら
徳
富
に
宛
て
た
書
簡
二
十
六
通
が

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
渡
航
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
葉
書
は
、
同
じ
船
に
乗
り
合
わ
せ
た
正
男
と
藤
井
が
、
連
名
で
徳
富
に
宛
て
た
挨
拶
文
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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⑪
高
楠
博
士
帰
朝
歓
迎
会
書
簡　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
九
月
二
十
二
日

【
翻
刻
】拝

啓
時
下
秋
冷
の
候
貴
台
益
々
御
清
勝
之
段
奉
慶
賀
候

陳
者
高
楠
順
次
郎
博
士
に
は
昨
年
来
布
哇
大
学
の
招
聘
に
應
じ
御
出
講
中
の
処
今
般
無
事
そ
の
任
を
了
へ
ら
れ
御
帰
朝
相
成

候
に
就
て
は
博
士
の
日
本
文
化
海
外
宣
揚
の
御
努
力
を
感
謝
致
す
べ
く
左
記
の
通
り
一
夕
歓
迎
会
を
開
催
仕
り
度
く
存
候
間

何
卒
御
出
席
賜
り
度
く
此
段
御
案
内
申
上
候	

敬
具

　

昭
和
十
四
年
九
月
二
十
二
日

　

一
、
日
時　

九
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

　

一
、
場
所　

上
野
精
養
軒

　

一
、
会
費　

五
円
也

　
　

高
楠
博
士
帰
朝
歓
迎
会
発
起
人
（
五
十
音
順
）
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朝
倉
暁
瑞　
　

小
村
捷
治　
　

花
井　

忠

麻
田
駒
之
助　

小
林
芳
次
郎　

花
山
信
勝

浅
野
孝
之　
　

佐
佐
木
信
綱　

林
屋
友
次
郎

粟
津
清
亮　
　

佐
竹
大
雄　
　

深
井
英
五

安
藤
正
純　
　

斉
藤
正
雄　
　

福
島
直
四
郎

井
上
哲
次
郎　

祥
雲
晩
成　
　

富
士
川　

游

井
山
春
子　
　

里
見
達
雄　
　

逸
見
梅
栄

伊
東
忠
太　
　

椎
尾
弁
匡　
　

星　
　

一

泉　

道
雄　
　

塩
入
亮
忠　
　

正
木
直
彦

和
泉
得
成　
　

清
水
龍
山　
　

松
井　

茂

池
田
澄
達　
　

下
村
寿
一　
　

松
本　

学

石
上
昭
然　
　

芝
田
徹
心　
　

松
本
徳
明

岩
野
喜
久
代　

副
島
八
十
六　

真
渓
蒼
空
朗

宇
井
伯
寿　
　

高
井
観
海　
　

三
島
海
雲

宇
野
円
空　
　

高
島
平
三
郎　

三
宅
静
子

馬
田
行
啓　
　

高
島
米
峰　
　

水
野
梅
暁

小
野
清
一
郎　

鷹
谷
俊
之　
　

宮
本
正
尊

大
倉
邦
彦　
　

立
花
俊
道　
　

村
上
龍
英

大
谷
泰
子　
　

龍
江
義
信　
　

茂
木
佐
平
治
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大
村
桂
巌　
　

頭
本
元
貞　
　

望
月
圭
介

大
森
亮
順　
　

土
屋
詮
教　
　

森
川
智
徳

大
佛　

衛　
　

常
光
浩
然　
　

山
岡
万
之
助

荻
野
仲
三
郎　

徳
富
蘇
峰　
　

山
本
快
龍

奥
田
宏
雲　
　

常
盤
大
定　
　

吉
村
貫
練

加
藤
精
神　
　

友
枝
高
彦　
　

和
田
徹
城

神
林
隆
浄　
　

長
井
真
琴　
　

鷲
尾
順
敬

木
村
省
吾　
　

野
依
秀
市　
　

渡
辺
哲
信

久
保
埜
太
運　

乗
杉
嘉
寿　
　

渡
辺
楳
雄

倉
持
秀
峰　
　

蓮
沢
成
淳

追
て
準
備
の
都
合
も
有
之
候
間
御
出
席
の
有
無
折
返
し
御
報
知
被
下
度
御
願
申
上
候

【
概
要
】

　

順
次
郎
の
帰
朝
歓
迎
会
を
案
内
す
る
、
印
刷
に
よ
る
文
書
一
枚
で
あ
る
。
差
出
人
は
「
高
楠
博
士
帰
朝
歓
迎
会
発
起
人
」
と

な
っ
て
お
り
、
本
文
中
に
は
、
発
起
人
と
し
て
八
十
六
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

順
次
郎
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
八
）
八
月
か
ら
一
年
間
、
ハ
ワ
イ
に
渡
る
。
滞
在
中
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
東
方
学
院
に
招
聘
さ

れ
「
仏
教
哲
学
」「
仏
教
の
日
本
に
与
え
た
影
響
」
お
よ
び
梵
語
の
講
義
を
行
い
、
ま
た
、
ハ
ワ
イ
本
願
寺
に
お
い
て
追
悼
会
な

ど
を
開
催
し
、
翌
年
八
月
に
帰
国
し
て
い
る（

（1
（

。
本
会
は
そ
の
帰
朝
歓
迎
会
と
な
る
。
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⑫
高
楠
博
士
喜
寿
祝
賀
会
発
起
人
書
簡　

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
一
日

【
翻
刻
】拝

啓
時
下
春
暖
之
候
貴
台
愈
々
御
清
適
之
趣
奉
大
賀
候　

陳
者
高
楠
順
次
郎
博
士
に
は
本
年
七
十
七
歳
の
御
高
齢
を
迎
へ
ら
れ

益
々
御
健
在
に
て
邦
家
の
為
御
活
動
被
遊
候
事
大
慶
至
極
に
奉
存
候　

就
而
博
士
積
年
の
御
功
労
を
感
謝
し
併
せ
て
将
来
の

御
健
勝
を
祝
す
べ
く
左
記
の
如
く
高
楠
博
士
喜
寿
祝
賀
会
を
挙
行
仕
り
候
間
何
卒
万
障
御
繰
合
御
列
席
の
栄
を
賜
り
度
く
此

段
御
案
内
申
上
候

　

一
、
日
時　

五
月
十
八
日
（
月
曜
）
午
後
四
時
半

　

一
、
会
場　

神
田
一
ツ
橋
学
士
会
館

　

一
、
会
費　

金
六
円
也

　
　

五
月
一
日　
　
　
　
　
　

高
楠
博
士
喜
寿
祝
賀
会

　
　
　
　

発
起
人
（
五
十
音
順
）

安
藤
正
純　
　

木
村
省
吾　
　

長
井
真
琴
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朝
倉
暁
瑞　
　

桐
原
葆
見　
　

中
山
太
一

池
田
澄
達　
　

倉
持
秀
峰　
　

中
谷
春
子

泉　

道
雄　
　

小
村
捷
治　
　

野
生
司
香
雪

和
泉
得
成　
　

後
藤
亮
一　
　

花
山
信
勝

岩
野
喜
久
代　

里
見
達
雄　
　

干
潟
龍
祥

宇
井
伯
寿　
　

斉
藤
正
雄　
　

深
井
英
五

宇
野
円
空　
　

椎
尾
弁
匡　
　

藤
本
真
光

馬
田
行
啓　
　

芝
田
徹
心　
　

三
島
海
雲

大
倉
邦
彦　
　

鈴
木
宗
忠　
　

水
野
梅
暁

大
森
亮
順　
　

高
島
米
峰　
　

南
岩
倉
具
威

大
村
桂
巌　
　

鷹
谷
俊
之　
　

宮
本
正
尊

小
野
清
一
郎　

谷
口
孤
山　
　

茂
木
佐
平
次マ
マ

小
野
せ
つ
子　

頭
本
元
貞　
　

森
川
智
徳

加
藤
精
神　
　

辻　

直
四
郎　

山
田
龍
城

神
林
隆
浄　
　

常
盤
大
定　
　

山
本
快
龍

金
倉
円
照　
　

友
枝
高
彦　
　

渡
辺
哲
信

○
乍
勝
手
準
備
の
都
合
有
之
候
間
御
出
席
の
有
無
御
一
報
賜
度
候
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【
概
要
】

　

順
次
郎
の
喜
寿
祝
賀
会
を
案
内
す
る
、
印
刷
に
よ
る
文
書
一
枚
で
あ
る
。
差
出
人
は
「
高
楠
博
士
喜
寿
祝
賀
会
発
起
人
」
と

な
っ
て
お
り
、
本
文
中
に
五
十
一
人
の
名
が
連
な
る
。

お
わ
り
に

　

以
下
に
、
順
次
郎
・
正
男
お
よ
び
関
係
各
所
か
ら
徳
富
に
送
ら
れ
た
十
二
通
の
書
簡
の
翻
刻
を
通
し
て
知
ら
れ
た
こ
と
を
整
理

し
て
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

順
次
郎
か
ら
送
ら
れ
た
書
簡
か
ら
は
、
文
献
閲
覧
や
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
な
ど
、
学
術
関
係
で
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
正
男
か
ら
は
出
版
社
で
あ
る
大
雄
閣
の
職
務
に
関
わ
る
書
簡
の
他
、
渡
欧
中
の
挨
拶
文
な
ど
の
私
信
が
送
ら
れ
る
と
い
っ

た
関
係
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
順
次
郎
の
父
・
正
春
の
八
十
歳
の
祝
賀
、
帰
朝
歓
迎
会
、
喜
寿
祝
賀
会
な
ど
の
そ
の
他

の
面
に
お
い
て
も
交
流
が
も
た
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
書
簡
の
翻
刻
の
な
か
で
も
、
徳
富
以
外
の
多
く
の
人
物
と
の

交
流
が
確
認
で
き
た
。
書
簡
⑪
お
よ
び
書
簡
⑫
に
は
多
種
多
様
な
人
物
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
、
宮
嶋
資
夫
・
松
岡

譲
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
整
理
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

加
え
て
、
今
回
翻
刻
作
業
を
行
う
な
か
で
、
年
代
不
明
と
さ
れ
て
い
た
三
つ
の
書
簡
の
詳
細
お
よ
び
、
そ
の
年
代
を
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
考
察
が
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

−93−



註
（
1
）	
公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
編
『
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
所
蔵 

徳
富
蘇
峰
宛
書
簡
目
録
』（
徳
富
蘇
峰
記
念
館
、

一
九
九
五
）
二
〇
一
頁

記
念
館
所
蔵
の
書
簡
に
関
し
て
は
、
徳
富
蘇
峰
記
念
館H

P

「
書
簡
検
索
」（http://soho-tokutom

i.or.jp/db/jinbutsu/

）
に
お
い
て
も
検
索
が

可
能
で
あ
る
。
⑥
高
楠
博
士
帰
朝
歓
迎
会
書
簡
に
つ
い
て
は
、
目
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
右
の
「
書
簡
検
索
」
に
お
い
て
の
み
確
認
で
き

る
。

ま
た
、
本
稿
の
考
察
対
象
に
は
含
め
て
い
な
い
が
、
こ
の
十
二
通
の
書
簡
と
は
別
に
、
徳
富
の
秘
書
で
あ
る
並
木
仙
太
郎
宛
の
書
簡
が
封
筒
の
み

現
存
す
る
。

（
2
）	

こ
の
箇
所
の
み
、
手
書
き
と
な
る
。

（
3
）	『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
一
巻
（
大
蔵
出
版
、
一
九
二
九
）
一
〇
六
五
頁

（
4
）	

高
楠
正
男
「
篝
村
亭
漫
筆
」（『
現
代
仏
教
』
七
二
、
一
九
三
〇
、
四
月
号
）
五
五
頁

（
5
）	

宮
嶋
は
宮
島
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
宮
嶋
の
表
記
で
統
一
し
た
。

（
6
）	

西
田
勝
・
宮
嶋
秀
・
黒
古
一
夫
編
『
宮
嶋
資
夫
著
作
集
一
』（
慶
友
社
、
一
九
八
三
）
に
再
録
。

（
7
）	

宮
嶋
の
履
歴
・
著
書
等
に
つ
い
て
は
、
黒
古
一
夫
編
「
宮
嶋
資
夫
年
譜
」（
西
田
勝
・
宮
嶋
秀
・
黒
古
一
夫
編
『
宮
嶋
資
夫
著
作
集
七
』
慶
友
社
、

一
九
八
三
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
こ
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
宮
嶋
は
十
代
の
頃
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
浄
土
真
宗
の
寺
院
に
説
教
を
聞
き
に
行
っ
て
い

た
と
い
う
（
二
七
五
頁
）。

（
8
）	

宮
嶋
蓬
州
「「
禅
に
生
く
る
」
の
出
版
に
際
し
て
」（『
現
代
仏
教
』
九
九
、
一
九
三
二
、
十
二
月
号
）
五
一
頁

（
9
）	

翌
年
刊
行
さ
れ
た
続
編
『
続
・
禅
に
生
く
る
』（
大
雄
閣
、
一
九
三
三
）
の
奥
付
に
は
、
刊
行
者
と
し
て
高
楠
正
男
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	「
人
物
ス
ナ
ッ
プ
」（『
現
代
仏
教
』
九
〇
、
一
九
三
二
、
三
月
号
）、
松
岡
譲
「
私
の
メ
モ
」（
一
）
│
（
七
）（『
現
代
仏
教
』
九
三
│

九
九
、
一
九
三
二
、
六
月
号
│
十
二
月
号
）

（
11
）	

高
楠
正
男
「
松
岡
浅
野
両
氏
を
迎
え
て
」（『
現
代
仏
教
』
九
九
、
一
九
三
二
、
十
二
月
号
）
四
九
頁

（
12
）	

高
楠
正
男
「
篝
村
亭
漫
筆
」（『
現
代
仏
教
』
七
三
、
一
九
三
〇
、
五
月
号
）
四
二
頁

（
13
）	

高
楠
正
男
「
篝
村
亭
漫
筆
」（『
現
代
仏
教
』
七
三
、
一
九
三
〇
、
五
月
号
）
四
一
頁
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（
14
）	

前
掲
書
『
徳
富
蘇
峰
宛
書
簡
目
録
』
二
九
七
頁

（
15
）	

ハ
ワ
イ
訪
問
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
高
楠
順
次
郎
「
布
哇
よ
り
帰
り
て
」（『
ピ
タ
カ
』
一
五
│
一
二
、
一
九
三
九
、
十
二
月
号
）
な
ど
、
順
次

郎
自
身
が
著
し
た
い
く
つ
か
の
原
稿
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、『
高
楠
順
次
郎
全
集
第
十
巻
』（
教
育
新
潮
社
、

二
〇
一
三
）
所
収
「
高
楠
順
次
郎
年
次
別
書
籍
論
文
目
録
」
の
一
九
三
八
年
・
一
九
三
九
年
の
項
を
参
照
。

付
記

　

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
徳
富
蘇
峰
記
念
館
（
公
益
財
団
法
人　

徳
冨
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
）
の
ご
協
力
を
得
て
書
簡
を
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
を
複
写
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員　
（
専
門
）中
国
浄
土
教
）
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